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地球にやさしい循環環境 ～コンポスト～

① 米ぬか（発酵材料）など容器に6割ほど入れる

② 野菜くず等と腐葉土を入れてよくかき混ぜる

(プランターの場合は水を切る)

③ 定期的に中身をかき混ぜる
（基本３日に１回。時間がたてば半月に１回程度）

④ 臭いが気になる場合は、コーヒの出がらしを

投入し混ぜる

⑤ 3〜5ヶ月ほど寝かせて完成

⑥ 落ち葉の堆肥（コンポスト）より短期で完成

生ごみ堆肥（コンポスト）のポイント

１，生ごみは小さく。（大きいと堆肥ができるまでに時間がかかる。）

２，貝類、油類、ふんなど。（動物性のもの）は入れないで！

例 プラスティック製品等も微生物が分解できない。

３，基本は微生物が分解できるもの。（時間はかかるが、骨、肉もOK。）

土の肥料

家庭菜園

収穫、消費野菜くず等

コンポスト

捨てる手間、ごみ袋削減

ゴミの焼却手間、大気汚染

豊造園では、家庭菜園を利用したすぐに使える循環環境のサポートをします！

準備するもの

•コンポスト容器（麻袋、木箱など）

•米ぬか、もしくはピートモス

•腐葉土、または細菌のいない土

•野菜くずや落ち葉、切り枝など

自作での生ごみの堆肥（コンポスト）の作り方

★複数の自作コンポストを作成し、循環させることで効率よく利用できる。


